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福井県社会福祉協議会 　平成27年度事業がスタート
　平成 27 年度は、本会の中期活動計画である「第４次 ふくい地域福祉プラン 21（推進期間：平成 27 年度～
31年度）」のスタートの年となります。
　「誰もが 身近な地域で その人らしく 安心して暮らせ る 福祉社会の実現」に向け、市町社会福祉協議会、社会
福祉施設、福祉関係団体、公的機関等と連携・協働し、 県民から期待・信頼される地域福祉の推進を図るため、
以下の重点項目に基づき、各種事業に取組んでいきます。

重点課題

福祉力を育むまちづくり

県民みんなが支え合うことができる環境づくり

⑴ ご近助拠点づくり推進モデル事業の実施
　◆小地域支え合い（ご近助）拠点づくり
⑵ 介護実習・普及センター事業の実施
　◆家庭介護講座、介護出前講座の開催
⑶ 異世代ホームシェア事業への支援

Ⅰ

1

福祉力を支える人づくり

福祉・介護を支える福祉人材確保と定着のため
の支援の強化

⑴ 介護人材確保定着総合推進事業の実施
　◆福祉･介護人材のマッチングの強化
　◆事業所訪問による人材確保・育成支援
　◆専門家の派遣による個別課題への対応
⑵ 学校等訪問･介護職場体験事業の実施
　◆小中学校等訪問講座の実施
　◆小中学生等の介護職場体験の機会調整
　◆高校生介護職場体験･講演会の実施

Ⅱ

1

災害時に対応できる福井県社協の危機管理体制
の強化

⑴ 福井県社協のリスクマネジメントの強化
　◆災害時における事業継続計画（BCP）策定に向けた検討
⑵ 福井県社会福祉センターの機能強化
　◆避難者・帰宅困難者支援のための災害用備蓄品の整備

2

信頼される法人組織の体制強化

⑴ 理事会・評議員会機能の充実と強化
⑵ 職員の資質・専門性の向上
　◆職場研修制度に基づく職員のスキルアップ
⑶ 業務の進行管理・目標管理等に関する仕組みの強化
⑷ 広報誌、ホームページ等を通じた関連情報の提供
　◆情報紙「ふくい社会福祉」の発行（年10回）など
　◆福祉情報サロン機能（蔵書閲覧等システム）の強化
　◆「ふくし広報コンテスト2015」の実施
⑸ 福井県社会福祉センターの指定管理業務の推進

3

適切な財務管理と財務体質の見直し

⑴ 多様な民間財源の活用と自主財源の確保
　◆収益事業の強化
⑵ 事務、予算の効率的かつ迅速な執行体制の確立
　◆事務処理の標準化および運営事務費のコスト削減

4

県民の福祉活動 ・ボランティア活動を後押しする仕組みづくり

⑴ 「つながれボランティアの輪推進運動」の実施
　◆ボランティア月間（９月）の広報啓発
　◆サマーボランティア体験、ボランティア作文コンクール、
　　エコキャップアートコンテストの実施
　◆「ふくい・ つながりフォーラム2015」の開催
　◆市町社協のボランティア活動推進事業費への助成
⑵ 福井県まごころ基金助成事業の実施
　◆民間の先駆的・開拓的な事業に対する助成
⑶ 地域ぐるみ福祉教育推進事業の実施
⑷ 「第62回福井県社会福祉大会」の開催
⑸ 「ふくい地域福祉実践賞」による顕彰
⑹ 各種協賛事業を通じた福祉活動の普及啓発
　◆「第４回ふくいチャリティアート展」の開催
　◆福祉車両（チャリティアート号、積善会号）の寄贈

2

県民、民生委員、福祉委員等の多様な主体を
巻き込んですすめる地域福祉の戦略づくり

⑴ ご近助拠点づくり推進モデル事業の実施   ※再掲
⑵ 福井県民生委員児童委員協議会の支援および民生委員
　 ・児童委員活動との連携
⑶ 福井県企業等ボランティア・社会貢献連絡会
　 （通称：F・パネット）への支援
⑷ ふくい県民活動・ボランティアセンターとの連携

3

市町社協との連携・協働による地域の福祉課題
を解決するための仕組みづくり

⑴ 「県市町社協会長会」の運営支援
⑵ 市町社協課題解決戦略会議（事務局長会議）の開催
⑶ 市町社協トップセミナー、市町社協ボランティアセンター
　 実践研究会の開催
⑷ 社協ワーカーの実践力向上に対する研修の実施
⑸ 社協ボランティアセンター基幹職員の実践力向上支援
⑹ 市町社協強化に向けた「ステップアップミーティング」
　 の開催

4

934,482千円 908,863千円

平成27年度収支当初予算の概要
※ 事業活動による収支状況（基金等原資の資産運用、各会計間における繰入・繰出による収支を除く）

　平成27年度当初予算による福井県社会福祉協議会の事業活動による収支状況について、概要（イメージ）をご理解いただくためにグラフとして表現
したものです。このため、基金等原資の資産運用、各会計間における繰入・繰出など、その他の活動による収支についての予算は反映させておりません。

（単位 ： 千円）

❶ 県民の暮らしを守るセーフティネッ トとそれを支える地域づくり
❷ 福祉・介護と地域を支える人づくり
❸ 社会福祉法人と協働する地域貢献 活動の推進

福祉力を活かすシステムづくり

生活困窮者の自立支援体制づくり

⑴ 「ふくい・つながりフォーラム2015」の開催  ※再掲
⑵ 地域で支えるセーフティネットづくり勉強会の開催
⑶ 生活福祉資金貸付事業の実施

Ⅲ

1

福祉・介護を支える専門職の育成と資質の向上

⑴ 福祉職員生涯研修の実施
　◆福祉職員生涯研修（キャリアパス対応）の実施
⑵ 福祉職員専門課題別研修の実施
⑶ 福祉職員業種別・職種別研修の実施
　◆保育士（主任、リーダー等）研修の実施など
　◆介護技術向上研修（初任･中堅）の実施など
⑷ 介護支援専門員養成、資格取得支援研修の実施
　◆介護支援専門員専門・更新研修の実施
　◆介護支援専門員試験準備講習会、模擬テストの実施
　◆介護支援専門員実務研修受講試験の実施

2

地域における多様な地域福祉人材の発掘・養成
・活動への支援

⑴ ご近助拠点づくり推進モデル事業の実施  ※再掲
⑵ 施設・社協ボランティアコーディネーター研修会の開催

3

元気高齢者（アクティブ・シニア）の社会参加の
促進と生きがいづくり

⑴ 明るい長寿社会づくり推進事業の実施
　◆「ふくい健康長寿祭2015（鯖江市）」の開催
　◆「第28回全国健康福祉祭（山口県）」への選手派遣
　◆情報誌「福悠人」の発行（年６回）
　◆高齢者ラジオ放送講座の開講
　◆アクティブ・シニア（アクション助成等）養成支援
　◆チャレンジ塾の開催

4

福祉サービス利用者の利益保護と権利擁護
システムの機能強化

⑴ 福祉サービス苦情解決事業の推進
　◆苦情解決体制整備等に関する事業所訪問相談の実施
　◆「福祉サービス苦情解決セミナー」の開催など

2

社会福祉法人の地域貢献活動における連携・支援

⑴ 社会福祉法人の地域貢献活動の情報収集および発信
⑵ 社会福祉法人の地域貢献に関する研修の実施

3

社会福祉法人・施設の適正な経営を行うための
相談・支援体制の強化

⑴ 社会福祉施設経営相談事業の実施
⑵ 介護サービス情報の公表事業の実施
⑶ 福祉サービス第三者評価推進組織の業務の実施
⑷ 福祉サービス第三者評価事業の実施
⑸ 地域密着型サービス外部評価事業の実施
⑹ 職場における個人力･チーム力を高めるための実践
　 研修の実施
⑺ 保育部会活動の充実
⑻ 福祉施設等種別協議会活動への支援
⑼ 民間社会福祉施設職員退職共済事業の実施

⑴ 社会福祉施設における災害対策支援
　◆防災マネジャー養成研修等の実施
　◆県内種別協議会災害応援連絡会議の実施
⑵ 災害時における社協相互支援体制の強化
　◆相互支援のための実地訓練の実施
　◆東海北陸ブロック県・名古屋市社協災害応援協定
　◆北陸３県社協合同研修会の開催（富山県・石川県と共催）
⑶ 災害時福祉・介護分野の広域ネットワークづくり
　◆福祉・介護分野の広域ネットワーク基盤づくりなど

4

⑶ 福祉人材センター、無料職業紹介事業の実施
　◆ふくい福祉就職フェア、ふくしジョブミニパーク
　　（地域型ミニ面談会）の実施

⑵ 日常生活自立支援事業の実施
　◆契約締結審査会の運営等
　◆福祉サービス利用援助事業の推進（17市町社協へ委託）
⑶ 高齢者権利擁護推進事業の実施
　◆高齢者専門相談窓口、高齢者権利擁護相談窓口の開設
　◆高齢者権利擁護対応専門職チームの派遣など
⑷ 市民後見人養成講座の開催

福祉力を動かす組織づくり

広域ネットワークを活かした災害時福祉救援
体制の強化

Ⅳ

1

その他
13,727利息収入

41,466

貸付事業収入
84,770

事業収入
313,972

受託金収入
185,408

補助金収入
（助成金を含む）

279,146

会費収入
15,993

収　入

その他
37,049
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22,236

事業費支出
534,852

人件費支出
250,086

支　出
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　◆福祉職員生涯研修（キャリアパス対応）の実施
⑵ 福祉職員専門課題別研修の実施
⑶ 福祉職員業種別・職種別研修の実施
　◆保育士（主任、リーダー等）研修の実施など
　◆介護技術向上研修（初任･中堅）の実施など
⑷ 介護支援専門員養成、資格取得支援研修の実施
　◆介護支援専門員専門・更新研修の実施
　◆介護支援専門員試験準備講習会、模擬テストの実施
　◆介護支援専門員実務研修受講試験の実施

2

地域における多様な地域福祉人材の発掘・養成
・活動への支援

⑴ ご近助拠点づくり推進モデル事業の実施  ※再掲
⑵ 施設・社協ボランティアコーディネーター研修会の開催

3

元気高齢者（アクティブ・シニア）の社会参加の
促進と生きがいづくり

⑴ 明るい長寿社会づくり推進事業の実施
　◆「ふくい健康長寿祭2015（鯖江市）」の開催
　◆「第28回全国健康福祉祭（山口県）」への選手派遣
　◆情報誌「福悠人」の発行（年６回）
　◆高齢者ラジオ放送講座の開講
　◆アクティブ・シニア（アクション助成等）養成支援
　◆チャレンジ塾の開催

4

福祉サービス利用者の利益保護と権利擁護
システムの機能強化

⑴ 福祉サービス苦情解決事業の推進
　◆苦情解決体制整備等に関する事業所訪問相談の実施
　◆「福祉サービス苦情解決セミナー」の開催など

2

社会福祉法人の地域貢献活動における連携・支援

⑴ 社会福祉法人の地域貢献活動の情報収集および発信
⑵ 社会福祉法人の地域貢献に関する研修の実施

3

社会福祉法人・施設の適正な経営を行うための
相談・支援体制の強化

⑴ 社会福祉施設経営相談事業の実施
⑵ 介護サービス情報の公表事業の実施
⑶ 福祉サービス第三者評価推進組織の業務の実施
⑷ 福祉サービス第三者評価事業の実施
⑸ 地域密着型サービス外部評価事業の実施
⑹ 職場における個人力･チーム力を高めるための実践
　 研修の実施
⑺ 保育部会活動の充実
⑻ 福祉施設等種別協議会活動への支援
⑼ 民間社会福祉施設職員退職共済事業の実施

⑴ 社会福祉施設における災害対策支援
　◆防災マネジャー養成研修等の実施
　◆県内種別協議会災害応援連絡会議の実施
⑵ 災害時における社協相互支援体制の強化
　◆相互支援のための実地訓練の実施
　◆東海北陸ブロック県・名古屋市社協災害応援協定
　◆北陸３県社協合同研修会の開催（富山県・石川県と共催）
⑶ 災害時福祉・介護分野の広域ネットワークづくり
　◆福祉・介護分野の広域ネットワーク基盤づくりなど

4

⑶ 福祉人材センター、無料職業紹介事業の実施
　◆ふくい福祉就職フェア、ふくしジョブミニパーク
　　（地域型ミニ面談会）の実施

⑵ 日常生活自立支援事業の実施
　◆契約締結審査会の運営等
　◆福祉サービス利用援助事業の推進（17市町社協へ委託）
⑶ 高齢者権利擁護推進事業の実施
　◆高齢者専門相談窓口、高齢者権利擁護相談窓口の開設
　◆高齢者権利擁護対応専門職チームの派遣など
⑷ 市民後見人養成講座の開催

福祉力を動かす組織づくり

広域ネットワークを活かした災害時福祉救援
体制の強化

Ⅳ

1

その他
13,727利息収入

41,466

貸付事業収入
84,770

事業収入
313,972

受託金収入
185,408

補助金収入
（助成金を含む）

279,146

会費収入
15,993

収　入

その他
37,049

貸付事業支出
64,640

事務費支出
22,236

事業費支出
534,852

人件費支出
250,086

支　出
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会
員
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
自
立
し
た
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
身
近
な
地
域
で
の

支
え
合
い
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
！

福
祉
力
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

エコキャップアートコンテスト表彰式

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
や
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県ボランティアセンター
マスコットキャラクター

ランティー

各市町の特色を活か
した「あなたのまち
のランティー」のイ
ラストもあります！
詳しくは県ボラン
ティアセンターＨＰ
をご覧ください。

詳
細
は
、
県
社
協
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

事
業
に
関
す
る
相
談
・
受
付
は
、
お

住
ま
い
の
市
町
社
協
ま
で
。

○�

つ
な
が
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
推
進
運

動
の
展
開

　

県
民
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
「
つ
な
が
り
」
を
実
感
で
き
る

よ
う
、
様
々
な
事
業
を
通
じ
て
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！！

〈
実
施
期
間
〉

　

７
月
～
11
月

〈
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

●
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

●
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
２
０
１
５

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

●�
ふ
く
い
・
つ
な
が
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５

○
福
井
県
ま
ご
こ
ろ
基
金
助
成
事
業

　

民
間
の
福
祉
施
設
・
団
体
等
が
実
施
す

る
先
駆
的
・
開
拓
的
な
事
業
に
対
し
て
助

成
し
ま
す
。

○�

さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

た
活
動
の
展
開

　

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
や
県
企

業
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
社
会
貢
献
連
絡
会
、

県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
協
議

会
へ
の
支
援
な
ど
を
通
じ
、
多
様
な
主
体

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
地
域
福

祉
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

県
民
一
人
ひ
と
り
の
自
立
し
た
暮
ら
し
を
守
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
体
制
づ
く
り

○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

認
知
症
高
齢
者
、
知
的
・
精
神
障
が
い

者
等
の
う
ち
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
が

地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

利
用
者
と
の
契
約
に
基
づ
く
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
援
助
、
日
常
的
な
金
銭
管
理

な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

　

所
得
の
少
な
い
世
帯
、
障
が
い
者
や
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
い
る
世
帯
の

生
活
の
安
定
と
経
済
的
自
立
を
図
る
た
め

に
資
金
を
お
貸
し
す
る
事
業
で
す
。

福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
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若
年
層
に
将
来
職
業
選
択
の
際
に
は

〝
福
祉
〟
を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
小

中
学
校
等
で
の
出
前
授
業
や
福
祉
施
設
の

見
学
・
体
験
を
通
し
て
、
福
祉
の
仕
事
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

※ 

夏
休
み
に
高
校
生
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
！

　

常
設
の
相
談
窓
口
や
移
動
相
談
会
、
就

職
説
明
会
な
ど
を
通
じ
て
、
意
欲
の
あ
る

福
祉
の〝
人
〞づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

学
校
訪
問
・
介
護
職
場
体
験
事
業

「
福
祉
の
仕
事
を
志
望
し
た
き
っ
か
け
は

小
中
学
生
の
と
き
の
介
護
体
験
で
す
！
」

福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業
・

関
連
事
業

「
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
相
談
し
て

　
　
今
の
仕
事
を
見
つ
け
ま
し
た
！
」

方
に
福
祉
の
仕
事

を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
資
格
取
得
の

相
談
や
面
接
対
策

講
座
、
施
設
見
学

会
な
ど
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
「
人
材
確
保
は
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り

と
定
着
率
の
向
上
か
ら
」
を
合
言
葉
に
、

福
祉
施
設
・
事
業
所
を
訪
問
し
、
労
働
環

境
改
善
や
定
着
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
求
人
・
求
職
両
者
の
調
整
役

を
担
い
、
適
切
な
マ
ッ
チ
ン
グ
で
福
祉
人

材
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

介
護
人
材
確
保
定
着
総
合
推
進
事
業

「
人
材
確
保
の
コ
ツ
を

　
　
　
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
！
」

　

福
祉
従
事
者

が
将
来
展
望
を

持
ち
、
自
ら
の

職
業
人
生
の
意

味
を
深
め
、
そ

の
価
値
を
高
め

て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
事
業

「
新
た
な
専
門
知
識
・
技
能
習
得
に
よ
り

　
　
あ
な
た
の
価
値
を
高
め
ま
す
！
」

　

毎
週
相
談
日
を
設
け
て
、
高
齢
者
の
さ

ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
に
専
門
家
が
お
答
え

高
齢
者
権
利
擁
護
推
進
事
業

「
法
律
・
税
務
・
介
護
な
ど
、

高
齢
者
の
悩
み
相
談
は
こ
ち
ら
ま
で
！
」

し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
高
齢
者
の

相
談
機
関
ど
う
し
の

連
携
、
専
門
家
チ
ー

ム
の
派
遣
等
に
よ

り
、
よ
り
複
雑
な
問

題
の
解
決
に
つ
い
て

□ 
福
祉
の
し
ご
と
説
明
会

（
就
職
イ
ベ
ン
ト
）

　
平
成
27
年
８
月
９
日
（
日
）

　
平
成
28
年
３
月
５
日
（
土
）

対
応
研
修
や
専
門
課
題
別
の
研
修
な
ど
資

質
向
上
に
必
要
な
研
修
を
数
多
く
実
施

し
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
福
祉
従
事
者
の

育
成
を
図
り
ま
す
。

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

福
井
県
内

ふ
く
し
施
設
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
福
祉
の
仕
事
を
目
指
し
て
い
る
求

職
者
の
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
作

成
し
ま
し
た
。

　
同
じ
も
の
が
福
井
県
社
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
［
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
］
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

～ 

福
祉
の
き
っ
か
け
づ
く
り
か
ら
採
用
・
定
着
・
研
修
ま
で 

～
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平成 26 年度 平成 27 年度

　家庭介護に役立つ具体
的な介護の知識・技術を
習得する。

　家庭介護に役立つ具体的な知識と、
自立支援のための自助具を含む福祉
用具を活用した技術を習得し、介護
者自身が心身の健康にも配慮しなが
ら、介護に継続して取り組める力を
身につける。

①介護サービスの上手な使い方
②おためし介護体験
③はじめましょう介護予防
④みんなに知ってほしい認知症

　　　　　　　楽・らく家庭介護講座一般県民対象

高
齢
者
の
生
き
が
い
健
康
づ
く
り
や

介
護
の
人
材
育
成
や
広
が
り
を
応
援
し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
を
増
進
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
自
主
的
な
取
り
組
み
や
地
域
活
動

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
を
地
域
社
会
で
支
援
す
る
意
識
醸
成
と
介
護
知
識
・
技
術
の
普
及
お
よ
び
促
進
を

図
り
ま
す
。

（
１
）
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
ニ
ア
養
成
事
業

　

地
域
活
動
を
希
望
す
る
高
齢
者
（
55
歳

以
上
）
を
対
象
に
、
担
い
手
が
不
足
し
て

い
る
地
域
活
動
に
関
す
る
講
座
を
実
施
。

講
座
内
容
　
①
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成 

　
　
　
　
　
②
サ
ロ
ン
活
動
支
援
者
養
成

　
　
　
　
　
③
家
庭
内
生
活
支
援
者
養
成

　
　
　
　
　
④
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

（
２
）�

リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
（
オ
ト
ナ
の
た

め
の〝
あ
っ
た
ら
い
い
な
〟実
現
塾
）

　

地
域
活
動
を
主
体
的
に
担
っ
て
い
く
高

齢
者
（
55
歳
以
上
）
を
対
象
に
、
活
動
の

立
ち
上
げ
や
自
主
的
な
運
営
手
法
等
の
講

座
を
実
施
。

（
３
）�

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
助
成

事
業

　

高
齢
者
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
、
新
規
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ

お
よ
び
新
規
事
業
に
対
す
る
助
成
を
実
施
。

　

上
限
25
万
円　

4
団
体
程
度

（
４
）
活
動
支
援
事
業

　

地
域
活
動
者
同
士
の
交
流
を
促
し
、
活

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り（
自
主
的

な
取
り
組
み
や
地
域
活
動
）に
対
す
る

支
援

　

平
成
27
年
度
は
福
井
県
介
護
実
習
・
普

及
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
座
、
研
修
を

更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
見
直
し
を
行
い
実

施
し
ま
す
。

見
直
し
ポ
イ
ン
ト

① 

一
般
県
民
を
対
象
と
し
た
本
人
の
自
立

や
介
護
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
介

護
講
座
の
開
催
。

② 

現
役
世
代
の
介
護
力
を
高
め
る
た
め
の

一
般
企
業
に
お
け
る
介
護
講
座
の
開
催
。

③ 

現
場
の
ニ
ー
ズ
に
焦
点
を
当
て
た
研
修
内

容
の
見
直
し
と
経
験
年
数
に
応
じ
た
分
類
。

動
意
欲
の
増
進
な
ら
び
に
活
動
者
と
し
て

必
要
な
知
識
や
情
報
を
互
い
に
学
び
合
う

交
流
会
の
実
施
。

介
護
の
人
材
育
成
に
対
す
る
支
援

平成 26 年度 平成 27 年度

　初任者の教育の場とし
て、高齢者の介護に携わ
る介護職員等に対し、基
礎的な知識と福祉用具も
取り入れた介護技術を習
得し、すぐに実践できる
力をつける。

　初任者の教育の場として、ＩＣＦ
の理念に基づいた介護の基本的な知
識や正しい福祉用具の使い方、介護
技術を習得する。さらに「尊厳を支
えるケア」の実現に向けて、質の高
いサービスを提供できる人材を育成
する。

　介護概論・医学の知識・介護技術
　共通内容
　（ＩＣＦ・コミュニケーション・介護過程）

　　　　　　　初任者向け介護技術向上研修介護職員対象

腰痛予防

　社会の動向（腰痛予防や福祉用具・介護ロボット等）の最新情報を
提供すると共に、移動・移乗関連の福祉用具の活用方法と援助技術を
修得する研修を実施し、腰痛予防の促進および指導者を育成する。

　自然な身体の動かし方
　移乗用福祉用具の使い方

　　　　　　　　中堅者向け介護技術向上研修介護職員等対象 新
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　本県の社会福祉の増進に寄与することを目的に、県内社会福祉法人等への福祉車両寄贈事業を実施します。

第5回　福祉車両（積善会号）寄贈事業

ふくし広報コンテスト2015

寄 贈 車 両

寄贈対象事業

募 集 時 期

積善会は、昭和 45 年から平成 25
年まで、43 年間にわたり県内の福
祉団体や福祉活動に積極的に助成を
行うとともに、教育、地域づくりな
ど幅広い活動を支援してきた団体で
す。同会からの助成金運用益を活用
し、実施します。詳細は随時郵送、ホームページなどでご案内します。

バンタイプ 1 台

　高齢者や障がい者、住民が地域でつながり
を深めていくことを目的に実施する事業等
※児童福祉事業を除く

７月

応 募 部 門

募 集 時 期

入 賞 区 分

Ⅰ　 サービス利用者や家族の読者を対象に発行して
いる広報誌

Ⅱ　 地域住民等　幅広い読者を対象に発行している
広報誌

７月

最優秀賞、優秀賞、審査員特別賞

　県内の社会福祉法人・ＮＰＯ法人を対象に、広報力の強化を通じた社会福祉活動の一層の普及啓発をすすめる
ことを目的に、「ふくし広報コンテスト 2015」を開催します。

表 彰 第 62 回福井県社会福祉大会にて表彰します。
審査にあたっては企画力、デザイン力、文章力を総合的に評価します。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
自
ら
行
う
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
へ
の
支

援
や
事
業
経
営
に
関
す
る
様
々
な
相
談
等
に
適
切
に
対
応
す
る
な
ど
福
祉
事
業
所
に
お
け

る
適
正
な
経
営
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨年度　部門Ⅰ最優秀賞「ハスの実だより」

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
】

【
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価
事
業
】

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
事
業
】

　

い
ず
れ
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

の
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
高

齢
者
、
そ
の
家
族
へ
の
情
報
提
供
お
よ
び

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
機
会
を
確

保
す
る
た
め
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
社
会
福
祉
施
設
経
営
相
談
事
業
】

　

◎�

社
会
福
祉
法
人
施
設
の
適
正
な
運
営

を
図
る
た
め
、
研
修
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
種
別
組
織
活
動
支
援
事
業
】

●
福
祉
施
設
防
災
担
当
職
員
研
修

　

◎�

福
祉
施
設
の
防
災
力
ア
ッ
プ
お
よ
び

防
災
担
当
職
員
の
養
成
を
行
う
も
の

で
す
。

●�

職
場
に
お
け
る
個
人
力
・
チ
ー
ム
力
を

高
め
る
た
め
の
実
践
研
修

　

◎�

他
施
設
（
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童
）

で
の
取
組
み
か
ら
学
べ
ま
す
。
他
施
設

に
お
い
て
実
践
的
な
実
習
を
行
い
ま
す
。

【
民
間
社
会
福
祉
施
設
職
員
退
職
共
済
事

業
】

【
福
井
県
運
営
適
正
化
委
員
会
】

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業
）

　

◎�
利
用
者
等
か
ら
の
苦
情
を
適
切
に
解

決
す
る
た
め
中
立
・
公
正
な
立
場
か

ら
相
談
、助
言
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
保
育
部
会
】

　

◎�

県
内
の
保
育
事
業
の
発
展
に
資
す
る

た
め
、
保
育
研
究
大
会
・
保
育
研
修

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
福
井
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
】

【
福
井
県
地
域
包
括
・
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
協
議
会
】

【
福
井
県
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
協
議

会
】

　

◎�

研
修
開
催
や
情
報
提
供
を
し
て
お

り
、随
時
入
会
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
応
援
し
ま
す
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社協トピックスTOPICS

　県内各地域で取り組まれている優れた福祉実践活動を掘り起こし、本県における地域福祉の一層の
推進を図っていくため、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、地域の生活課題の解決に向
け自主的な活動に取り組む団体等を広く顕彰していきます。

　福井県にゆかりのある芸術家
や著名な方から協賛いただいた
書・絵画等の作品を展示し、入
札方式にて頒布する「ふくい
チャリティーアート展」を開催
します。
　作品頒布による収益金は、県
内で児童福祉活動を行う団体に
福祉車両の寄贈等に活用します。

第2回ふくい地域福祉実践賞

ふくいチャリティーアート展
～未来を支える子どもたちのために～

　本会が福井県から委託を受けて運営してきた「福井県自立促進支援センター」は、「福井県生活困窮者
就労・自立支援モデル事業」の完了日である平成 27年３月 31日をもって業務を終了しました。
　平成 27年４月１日以降は、福祉事務所設置の自治体が実施主体となり、生活困窮者自立支援制度とし
て本格的にスタートしています。
　生活困窮者自立支援制度に関するご相談については、以下の各福祉事務所・県健康福祉センター等にお
問い合せください。

お住まいの市町 お問合せ先 / 電話番号（※） お住まいの市町 お問合せ先 / 電話番号（※）

福 井 市 福井市福祉事務所
0776-20-5404 越 前 市 越前市社会福祉協議会

0778-22-8500

敦 賀 市 敦賀市福祉事務所
0770-22-8123 坂 井 市 坂井市福祉事務所

0776-50-3041

小 浜 市 小浜市福祉事務所
0770-53-1111 永 平 寺 町 福井健康福祉センター

0776-36-1116

大 野 市 大野市福祉事務所
0779-66-1111 越 前 町 丹南健康福祉センター

0778-51-0034

勝 山 市 勝山市社会福祉協議会
0779-88-1177 池田町・南越前町 丹南健康福祉センター武生福祉保健部

0778-22-4135

鯖 江 市 鯖江市福祉事務所
0778-53-2216

美浜町・
若狭町（旧三方町）

二州健康福祉センター
0770-22-3747

あ わ ら 市 あわら市福祉事務所
0776-73-8020

高浜町・おおい町・
若狭町（旧上中町）

若狭健康福祉センター
0770-52-1300

※３月 13日時点での問合せ先であり、本紙発行時点で変更となっている場合があります。

福井県自立促進支援センターの業務終了について

作品の展示・頒布 収益金による福祉車両の贈呈
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社協トピックスTOPICS

寄贈・寄附
誠にありがとうございました。

社会福祉事業の発展のために活用させていただきます。

２月 27日（金）
　寄付金　50,000 円
　寄付者　トータル・ライフ・コンサルタント福井会 様
　　　　　（福井市）
　贈呈先　社会福祉法人　福井県社会福祉協議会

3月 25日（水）
　寄付金　500,000 円
　寄付者　清川　忠 様（福井市）
　贈呈先　社会福祉法人　福井県社会福祉協議会

３月１９日（木）
　寄付金　300,000 円
　寄付者　一般社団法人　福井県電業協会 様（福井市）
　贈呈先　社会福祉法人　福井県社会福祉協議会

４月３日（金）
　寄付金　100,000 円
　寄付者　磯山　霊秀 様（福井市）
　贈呈先　社会福祉法人　福井県社会福祉協議会

一般社団法人 福井県電業協会 様

磯山　霊秀 様

トータル・ライフ・コンサルタント福井会 様

平成 27年度事務局職員人事異動（平成27年４月１日付）

事 務 局 長 藤　田　康　彦 事務局次長

福祉サービス支援課総括主任 山　城　康　雄 福祉サービス支援課主任

福祉のまちづくり推進課主任 武　藤　功　士 自立促進支援センター（兼務）

嘱 託 職 員
総務企画課 岡　田　三千代 採用
総務企画課 笹　原　和　美 採用
福祉のまちづくり推進課 蟹　瀬　千　春 採用

（生活福祉資金相談員） 内　藤　正　弘 採用
（生活福祉資金相談員） 坂　口　法　子 採用

福祉サービス支援課 木　村　理恵子 採用
（経営指導員） 田　中　　　治 採用
（経営指導員） 笹　川　裕　一 再任用

福祉の人づくり支援課 西　川　かず菜 採用
（人材確保定着推進専門員） 玉　邑　幸　夫 採用
（人材確保定着推進専門員） 内　田　武　夫 採用
（人材確保定着推進専門員） 新　明　輝　美 採用

（女性支援アドバイザー） 今　冨　廣　子 採用
すこやか長寿課 前　川　眞　子 採用
嶺南介護実習普及センター

（高齢者専門相談員） 橋　本　純　子 採用
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